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白 石 良 一
ホールバーニング分光法は色素を溶かし込んだ有機フイルム等のアモ/レフアス系の物性の研
究において極めて有効な方法である｡この分光法に適した,より高感度なホール検出法を開発
するため,3つの変調法を比較し検出感度の向上を計った｡その結果,空間変調法が最も有効
であることが判った｡さらに,この変調法を使レこ,疑似フォノンサイドバンドの励起強度依存
性,ゼロフォノン線の均一幅,及び励起状態の振動準位の測定解析 も行なっている｡特にゼロ
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